



















とそれを管理運営するグラーグ(収 容所管理総局)シ ステムが必要に応 じて構築されていった。
その切っ掛けを提案 したのは、自らも最初は囚人であったフレンケ リであった。30年代の大粛清
な どにより無実の人が逮捕され、新 しく建設 された強制労働収容所で過酷な無賃労働を強いられ
た。また、第二次世界大戦期には、 ドイツ軍や日木軍な どの捕虜も同様の労働を強いられた。そ
の結果、スターリン時代に、数百万 もの人々が死亡した。1953年スターリンの死 とともに、この




　 1917年のロ シア革命以後、 ソヴェ ト政権は、その政権 ・経済基盤を確立す るこ とに腐 心 して
きた。政権確立 については、ボ リシェヴィキ以外のエスエルやメ ンシェヴィキ も弾圧の対象 と
な った。1922年末の ソ連邦結成の2年 後に レーニ ンが死去す る と、ス ター リン とトロツキ ーの
権力闘争が、表面化 した。ス ター リンは公然 と、 トロツキ ーや権力に近い党幹部の排除 に乗 り
出 した。
　 さて、収容所 ・監獄 については、「19l7年9月1日、 ロシアで712の拘禁場所 があ り、36,468
人がいた」1)とイヴァノーヴァは述べてい る。革命後 「収容所の数は急増 した。1919年末までに
は、 ロシア共和 国領 内で21、1920年夏には49、11月には84、1921年1,月までに107、11月には
122の収容所が あ った。」2)また、モス クワには1919年ll月12日時点で7つ の収 容所 があ り、3,063




たが、その大多数はこれら最初のr人 民の敵』 どものr更 生』を 目的 としたものだった」4)と述
べている。ロシア全体については、1920年末で18万人、1921年末で17～20万人ほどの囚人(チ ェ
















　 ソ連邦成立直後の1923年5,月、北極海に近い 白海に浮かぶ ソロヴェツキ ー(ソ ロフキ)島 に
調査 団が 入 った8)。同年10月13日、 ソ連人民委員 会議は、 アル ハンゲ リス ク とコ ミの囚人 留置
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス　ロ　　　ン
所を基礎 に、 ソロヴ ェツキー特 命強制労働収容所(CJIOH)の 設置を決定 した9)。そ して、島
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ　　　　ゲ　　リ
にあ った修道院な どを接 収 し収容所(πarePL)と した。 ソロヴェツキ ー収 容所は、設立 直
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オ　ゲ　へ　ウ　
後に新たに設立された統合国家政治局(orHy)に 移管された。このソロヴェツキー収容所
が、1930年代スターリン時代に巨大化するグラーグ ・システムの直接の出発点であると考えら
れている。グラーグ ・システム とは、強制収容所 とその労働を管理するい くつかの管理総局の
総体を指す。
　この収容所は、のちに 「強制」から 「矯正」 と変更され正式名称がソロヴェツキー矯正労働
収容所 となった。1923年10月13日に正式に開設されたこの収容所は、1931年11月16日に閉鎖さ
れ、白海バル ト収容所に移管された⊥o)。囚人、所員、施設な どは、白海バル ト収容所に移され
た。囚人は、森林伐採 ・加工、泥炭採掘、漁業、農業、煉瓦製造、皮革 ・陶器 ・石灰の製造、
機械工場やムルマンスク鉄道線での労働、道路建設、 日用品製造、魚の加工な どの労働 に使用
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された。囚人数 は、最初2,557人、最大718,000人(1931年1,月1日)、閉鎖 直前 の1932年15,130人、
1933年19,287人であ った11)。囚人の死者数 については、資料 が不足 してい るが、1932年971人、
1933年3,482人の記録が ある12'。上記 の囚人数 を基 に単純計 算す る と、囚人死 亡率は1932年は
6.4%、1933年18.1%とな る。
　 ソロ ヴェツキ ー収容所は、1929年頃までは、 ソ連で唯一の公式収容所であ った。次に設立 さ
れた収容所 は、 ヴィシ ェーラ矯正 労働 収容所(1928-1929年設立)か 、北方 収容所(1929年6
月28日設立)ま たは極東矯正労働収容所(1929年設立)に な る。
　 ソ連は、世界的 に有名な作家 ゴー リキ ーまで動員 して、強制労働 収容所を 「矯正」のための
もの だ と宣伝 した。 その ために も、1930年4月7日にはすべ ての公文書 での 「矯 正労働収容所
イビアヒエル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　グ ラ ヒ ク
(14T∫1)」の使用 を決定 した。 同 じ日に、　OFHyの 下 に収 容所 管理総局(Fy.HAF)13,の設 置
が決定 された。 これ以降1930年代に入 る と、収容所の数は爆発的に増 えてい く。その理 由 とし
て、ス ター リンの権力が確立 してい くこ と、1928年か ら第1次5力 年計画が進行中 とい うこ と、
そ して何 よ りも囚人の労働利用に着 目した こ とが挙げ られ る。それ とともに、1929年か ら収容






ツキー特命収容所管理局経済部長 とな り、その後、白海建設労働長兼技師長補、モスクワ ・ヴォ
ルガ運河建設副長官、OFHyバム建設長官、　HKB双(内 務人民委員部)バ イカル ・アムー
ル矯正労働収容所長兼バム建設長官、極東HIくB月鉄道建設管理局長官兼アムール鉄道収容所




　ナチスの強制労働収容所 とは違い、ソ連の強制労働収容所は、民族的な差異はあま り関係 し
ない。ナチス=ド イツでは、ユダヤ人であること自体が罪であ り収容所に入れ られる理由となっ
た。 しか し、ソ連では、ロシア人であろうとなかろうと民族に関係な く、収容所に入れられた。
理由は、反体制以外には、逮捕時に 「そこにいたから」である。したがって、ソ連では、囚人
と看守の垣根が低かった。いつ何時看守が囚人 となるか分からなかった。逆に、囚人から解放
されるだけでな く、看守さらには所長な どになる例もあった。フレンケ リは、その代表的な例
と言ってよいだろう。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ　　　　ヘ　　　ヘ　　　　へし　　　ヨし　　　ヘ　　　　ヨし　　　ヘ　　　　へし　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヨし　　　ヘ　　　　ヘ
　 ソル ジ ェニーツ ィンは、「《群島》 には、 《フ レンケ リが収容所 を考案 した》 とい う根 強い









レンケリを迎えるためにモスクワか ら飛行機が とんで きて、彼をスターリンとの会見へ運ん
だ。」'6)とい うのだ。彼は、その 「才能」のお陰で、スターリンの大粛清 も生 きのびただけでな
く、スターリンにも認められ栄達を果たした。
　さて、フレンケ リは、 どのように囚人労働利用組織であるグラーグ ・システム建設に寄与 し
たのであろうか。イヴァノーヴァは、こう述べている。「ずば抜けた組織力、才能、労働能力





































































































※()内 は 死 亡 率(%)、 死 者 は 各 年 の 合 計 。 死 者 の 全 合 計 が 各 年 の 死 者 の 合 計 と一 致 し な
　 い が 、 出 典 に 載 っ て い る とお り示 し た 。 各 月 は 、1日 時 点 で の 数 字 。 な お 、 死 亡 率 の 記 載 し
　 て い な い 年 は 、 参 考 資 料 中 の デ ー タ 欠 落 の た め 不 明 で あ る 。
出 典:A.H.1くoKypHH,10.H.　MopKoB(cocTaBnTe■H),C〃2α 捌 〃cκz'θo〃2p蝕κz`8脚α8α
　 1930-1953,rPo60朋H8θκ,δ〇六Wθ〃〃副,,MaTepHK,　MocKBa,2005,　cTp.522.
　ス ター リン名称 白海バル ト海運河は、 白海南に位置す るベ ロモルス クか らオネガ湖へ 出て、
その南部か らラ ドガ湖南部へ抜けて、ネ ヴァ川を通 ってペテル ブル クやバル ト海に 出るル ー ト
であ る。 この運河建設のために、1931年11月16日、 白海バル ト矯正労働 収容所が、 ソロヴェツ
キ ー収容所を基 にオネ ガ湖北端の メ ドヴェジェゴールス ク市付近に設立 された。 この収容所 の
囚人労働は、 白海バル ト海運河の建設を中心に、 白海バル ト ・コンビナ ー ト建設、木材調達、
セゲ ジャ ・パル プ ・コンビナ ー ト建設、 トゥーロマ水力発電所、モ ンチ ェゴールス ク ・ニ ッケ
ル ・コンビナ ー トな ど白海バル ト海運河周辺の労働に も利用 された19,。
　囚人数 は、表1に よる と、36,796人(1936年10月1日)～119,660人(1933年4月1日)で
あ る。1年 の間で も季節に よって囚 人数の変動は、激 しい。死亡率は、おお よそ2～5%程 度
であ るが、1934年は10.56%と目立 って いる。 その原 因は、「飢饅、収容所 での囚人 の食 事の急
激な悪化、春 の増水徴候 や作 業施設の開設が迫 った ための激 しい労働 強化 であ った。」20)つま り




をしたため、死者が増えたもの と思われる。1933年6,月に運河が完成 してから釈放やモスクワ ・
ヴォルガ運河建設へ移動させられた りして、同年7月1日 の囚人数が66,971人に減少 した。
　1933年に発行されたパンフレットによると、第1次5力 年計画の 目玉でもあった白海バル ト
海水路(運 河)は 、間門19、運河33を擁iする大規模な水路を短期間に完成させた と賛美されて










チをいれたのが、フレンケリであった と思われる。しかし、もし彼がいな くても、それほ ど遅
くな くスイッチは入ったであろう。
3.収 容所の組織化 とグ ラーグ ・システムの構築
　ソ連初期の建設は、まずは運河や鉄道 といった交通路の建設である。 とくに僻地に石炭や金
な どの鉱物資源が見つかると、それを運び出すための鉄道な ども必要 となる。そして、交通路
に沿ってダムや発電所、コンビナート、工場が建設され、必要 とあれば都市も建設された。そ
れ とともに各地に強制労働収容所が建設 された。そ うなると、 もはや一つの収容所管理総局
(グラーグ)だ けでは、収容所や建設事業を管理できなくなった。地域や事業 ごとに管理下に
複数の収容所を擁する管理総局あるいは管理局が設立されるようになった。
　最初の管理総局 とそれ と同等の ものは全部で26あった。 まず、 最初に収容所管理総局
　 グ　ラ　　　グ
(FyJIAF:1930年4月25日開設)23)が設 立 され、 その後 、極 北建設管理総局(1931年11月13日
開設)、鉄道建設収容所管理総局(Fy>K旦c:1940年1月4日開設)、鉱 山事業収容所管理総局
(ryJIFMH:1941年2月26日開設 、 ノリリス ク鉱 山開発)、 ヴォル ガ ・ドン連絡運 河建設 収容
所管理総 局(1949年ll月5日開設)、 ヴ ォルガ ・バル ト海 水路建設収 容所管理総局(1952年7
月3日 開設)な どが設立 された。
　それ ら管理総局の うちい くつかは、管轄下に さらに管理局を持つ もの もあ った。例 えば、鉄




















減少 してい く。2のこの死亡率急増の原因は、独ソ戦の影響によるところが大 きいが、グラーグ ・
システム確立にともな う労働強化も考えられる。




数や死者な ど)や待遇、労働利用の実態な どについて特徴をまとめてみたい と思 う。
　ソ連初期の大規模建設の中心の一つは、運河建設であった。第1次5力 年計画では白海バル
ト海運河、第2次5力 年計画では、モスクワ ・ヴォルガ運河(1947年にモスクワ運河 と改称)
が、 目玉建設であった。さらにヴォルガ ・ドン運河 とヴォルガ ・バル ト海運河の建設 と併せて
4つの運河 ・水路建設が行われた。5つ 目の大 トルクメン運河は建設が中止された。モスクワ ・
ヴォルガ運河は、1932年に建設が始ま り37年に完成した。間門は11ある。この運河建設の中心











































死 者:22,842 死 者:30,464
※ 囚 人 数 は 、 各 年1月1日 時 点 。()内 は 死 亡 率(%)。 死 者 数 は 年 間 の 数 字 で あ る か ら 、 表
　 の 囚 人 数 よ り数 字 が 大 き い 場 合 も あ る 。 死 亡 率 は 、 年 間 の 囚 人 数 で 割 っ た も の で あ る 。
出 典:A.H.　 KoKypHH,10.H.MopKoB(cocTaBHTe■H),　C〃2α脳 〃oκ〃ε α塑o簾 〃2脚 α～α
　 1930-1953,rPocc瑚∬8θ κ,δoκアw〃〃副,　MaTepnK,　MocKBa,2005,　cTp523,525.
　独 ソ戦が終わ る と、あ らたな運河建設が始 まった、1948年か ら52年にかけて、 ヴォルガ ・ド
ン運河が建設 された。1949年には ヴォル ガ ・ドン連絡運河建設管理総局が設置 され、その管理
下 に6つ ほ どの収容所があ り、 おお よそ5万 ～12万人の囚人がいた。 「1948-1952年の間に、
236,778人の 囚人が送 り込 まれ た。 その うち、釈放114,492人、死亡1,766人、逃亡1,123人であ
る。最高囚人数は、1952年1月1日の118,178人である。」2ろ)
　　 さらにこの後、1940年に建設が始ま ったが独 ソ戦に よ り中止 されていた ヴォル ガ ・バル ト
海運河 ・水路(オ ネ ガ湖 ・チ ェレポ ーヴェツ)が 、1952年か ら、 ヴォル ガ ・バル ト海水路建設
収容所管理総局 も設置 されて、その建設が再開 された。管理総局の配下に ヴィチ ェゴール イ収
容所、 シェクスナ収容所(の ち この2つは、 ヴ ォル ガ ・バル ト海収容所 に統 合)、ヴァルナ ヴィ
ン収容所があ った。
　交通輸送の も う一つの大 きな手段は、鉄道であ る。飛行機 も交通輸送手段 としては、 とくに
僻地では有効であ り、飛行場建設管理総局を設置 して飛行場を各地に建設 した。 しか し、飛行
機輸送は、大量輸送には不 向きであ る。大量輸送手段 として運河 とともに整備 されたのが、鉄
道であ った。一方、道路の整備は、鉄道建設やその補助 とい う場合が多 く、幹線道路の整備は、
とくにシベ リアでは進まなか った。 もち ろん幹線道路管理総局(1938年設立)を 設置 し、道路
建設 も行 ったが、鉄道建設の比ではない。
　鉄道建設収容所管理総局が設置 されたのは、1940年1月4日であ るが、それ よ りず っ と以前
に、収容所管理総局の下でバ イカル ・アム ール(バ ム)収 容所(1932年11,月10日　 38年5月20
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日)な どが鉄道建設に乗 り出した。 とくにシベ リア中東部では、鉄道の整備が遅れていた。バ
ム収容所もシベ リア鉄道の整備やそれに連なる支線な どの建設を行った。1934年7月15日、白





コムソモ リスク、ウスチ ・ニマンを中心に鉄道建設な どを行った。表2に よれば、バム収容所
における1933年の囚人の死者は4,774人で死亡率は12.7%にも達 した。最初は、収容所そのも
















だ ことに より、 とくにHKB八収容所での生産への労働可能率が急低下 し、病人数が増加し
た」27)と述べられている。つまり、1941-43年頃に一部の収容所で囚人の釈放数が増加 してい






下流アムール 北方鉄道収容所 北ペチ ョーラ鉄道
年 囚人 死者 逃亡 囚人 死者 逃亡 囚人 死者 逃亡
1938 *20,803 2,344 114
1939 *5,743 194 172 29,8092,386 393
1940 23,2112,550 389 26,5482,225 1,694*3,851 3,664 266
1941 50,5352,980 243 84,8932,775 378 34,9596,504 1,015
1942 50,9924,519 104 53,3441,290 302102,3548,756 346
1943 64,0564,877 195 29,7414,809 49 58,8259,386 122
1944 33,746 830 105 14,7571,294 34 23,019 821 46
1945 25,221 428 35 ll,981 612 39 28,2321,170 31
1946 12,409 227 26 13,388 387 10234,667 720 60
1947 7,719 93 12 26,599 907 59 56,615 845 47
1948 23,780 861 49 45,944 686 16
1949 29,210 399 28 39,823 399 14
1950 27,686 166 11 42,028 403 44
1951 59,408 433 11
1952 38,926 323 41
1953 47,001 267 12
1954 23,678
死者 合計:16,698 死者 合計:26,450 死者合計:34,377
*7月1日 の 数 字 。 ※ 囚 人 数 は 各 年1月1日 時 点 。
















資源を精錬加工す るための コンビナ ー ト建設に囚人労働を利用 したのであ る。極東 コ リマでの
金採掘 に関連 して、マ ガダン州のマ ガダン市は、中心都市であ った。
　地下資源採掘では、 シベ リア収容所(ク ズバス炭 田)やボ ル クタ収容所での石炭採 掘や ノ リ
リス ク収容所のニ ッケル採掘、北東収容所での金採掘(コ リマ)な どが有名であ る。
　 さて、 とくに極東 コ リマでの金採掘を見てみ よ う。1931年共産党中央委員会で金採 掘問題が
討議 され、極北建設管理総局(1931-53年)が設置 された。翌年4月1日 に、極北建設管理総
局管理下 に北東収容所が設置 され た。 この収容所は、表4の よ うに 人員、設置期間 とも最大規
模の ものであ る。1940年には、18万人 もの囚人を擁 した。その後増減す るが、常に7万 人以上
の 囚人を擁 し、22年間で119,647人、年 平均5,439人もの死者 を 出 した。1941年には、15,676人
もの最 高死者数 を出 した。 それ らの囚人労働 に よ り、1932年か ら1941年まで に、純金 で合 計
358.1tを採掘 した。1932-1955年でのソ連 での金採掘量 は、2521.4　tで、その うち極東建設 で
の採掘量は1148.4tであ る。実 に45.5%になる。
　極北建設での 中心 は北東収 容所 の囚人であ ったが、1946年には、ウラ ソフ隊員29)や日本軍捕
虜 も労働 に利用 され た。1948年9月1日 には、極北建設 領域 には、250,800人が存在 し、 その
うち非労働 者26,754人(子供17,922人含 む)、全 労働 者は224,046人で あ り、労働者の うち、雇
用人 一ll5,749人、囚人 一104,828人、捕虜 一3,469人である と記録 され てい る。大量の雇用労働
者 も投入 され るよ うにな った♂o)
　収容所の囚人は、 内務人民委員部の管理総局あ るいは管理局の下で、運河や鉄道、道路、飛
行場、港湾、工場な どの建設、あ るいは石炭や金な どの鉱物資源の採掘、その他、木材伐採 、
農業、漁業、畜産な どあ りとあ らゆ る労働に利用 された。 しか し、 これ ら内務人民委 員部の管
理下だけで囚人が、利用 されただけではない。囚人は、他の各人民委員部の要請 に基づ き、様 々







年 囚人 死者 逃亡 年 囚人 死者 逃亡 囚人 死者 逃亡
1933 11,100 194669,4593,931 402
1934 29,659 194779,61310,312453
1935 36,313 1948106,8934,648 576**3,896 146 3
1936 48,740 194993,ll51,946 562 15,570 383 15
1937 70,414*4,000 1950129,4112,114 591 23,906 303 2
1938 90,74112,400 1951154,2422,546 759 28,716 325 2
1939117,9269,577 19 1952167,7371,690 309 31,989 268 0
1940161,9469,274 22 1953151,069 679 171 24,009 184 0
1941179,0415,676838 195488,077 32,388
1942147,97614,9331,114合計 119,6477,778 1,609 22
1943 96,341ll,1561,225




※ 囚 人 数 は 、 各 年1月1日 時 点 。*1932-1937年の 合 計 。**10月1日 時 点
出 典:A.H.　 KoKypHH,10.H.　MopKoB(cocTaBHTe∬H),　C〃1α剛 〃oκ耀o〃2po脈 〃 ～1即α～α
　 1930-1953,ρ)066朋∬8θ κ,δoκ脚 θ〃〃2b〃,　MaTepHK,MocKBa,2005,　cTp.411-412.
　このように、ソ連スターリン体制下の収容所は、当初には反スターリン派、反 ソ派な どの投













がポ ーラン ドに侵攻 し、大戦が始ま った。数 日後、 ソ連軍は、独 ソ不可侵条約の秘密議定書 に
基づいて、東か らポ ーラン ドに侵攻 した。 この時点で ソ連は第二次世界大戦の交戦国 とはな っ
ていないが、 同大戦期におけ る最初の ソ連におけ る捕虜が発生 した。その後、1941年6月22日、
独 ソ戦が始ま る とドイツ軍及びその 同盟軍(イ タ リア軍、ハ ンガ リー軍、ル ーマニア軍な ど)
の捕虜が発生 した。
　ヤル タ会談で決め られた ソ連の対 日参戦は、太平洋戦争そ して戦後の極東地域に ソ連が影響
力を及ぼそ うとす る意図があ ったが、多数の捕虜を労働利用 しよ うとす る意図 もあ った。1945
年8月23日 には、 ソ連 国防委員 会は、「ソ連HKB且 捕虜管理総 局は、以下 の労働 に50万の 日本
人捕虜 を使用す る」32)ことを決定 した。バ イカル ・アムール線 やザバイカル線な どの鉄道建設、
木材伐採、 コンビナ ー ト建設、サハ リン油 田、道路建設、兵舎建設、炭坑労働 、鉱山労働 、工
場建設な どの労働 に、沿海地方、ハバ ロフス ク地方、チ タ州、 イル クーツク州、 ブ リヤ ー ト ・
モ ンゴル 自治共和国、 クラス ノヤルス ク地方、アル タイ地方、 カザ フ共和国、 ウズベ ク共和国
な どで労働利用 された。
　表5は 、1949年1月1日時点におけ る捕虜管理総局の報告であ る。それに よれば、捕虜総数
は、3,899,397人でその うち 日本軍関係の捕虜(日 本人、朝鮮人、中国人、満洲人)は 、617,778
人で ある。1946年8月1日 時点で、 ドイ ツ軍捕虜 は、 ソ連 内務省収容所 に1,336,059人、病 院
に85,757人、労働 大隊に109,047人(計153,863人)、日本軍捕虜 は、ソ連 内務省収容所 に392,583
人、病院 に12,556人、労働大 隊に45,275人(計450,414人)である。 階級別 内訳 は、 ドイ ツ軍捕
虜、 将 官351人、将 校83,312人、 下士 官 ・兵1,447,300人、 日本軍 捕 虜、 将 官168人、 将 校、
22,675人、下士官 ・兵427,571人で ある33)。表6に よれ ば、1945年9月以降に 日本軍捕 虜が急増
し、収容所建設 が急 ピ ッチ で進 め られ、1946年1月1日 時点には267と最大数 とな った。1945
年の収容所廃 止が111と多 いのは、労働 内容 に よ り捕 虜 を移転 させたため、廃止 にな った収容




民　　族 捕虜総数 帰　還 死　亡 現在数
ドイツ 2,079,717,315,510317,512430,670
オ ース トリア 156,966137,838 10,746 7,760
イタ リア 48,957 21,096 27,683 20
ハ ンガ リー 526,604418,782 51,005 8,021
ポ ーラン ド 62,999 54,434 3,115 115
ル ーマニア 181,967106,243 50,959 2,551
チ ェコス ロバキア 68,889 55,701 4,033 281
ユ ーゴス ラヴィア 21,629 17,207 1,456 187
ウクライナ 5,561 87 679 94
西ウクライナ 5,354 5,017 2 一
フランス 22,115 20,762 1,329 21
ロシア 1,859 141 181 51
ソ連市民 571 一 12 314
フィンラン ド 2,475 1,969 403 2
リトアニア 955 26 89 22
ラ トビア 3,354 28 507 9
エス トニア 6,398 49 1,292 2
ベルギ ー 2,021 1,734 175 96
日本 590,830440,387 52,165 91,226
朝鮮 10,312 9,913 70 222




※ 帰 還 者 数 、 死 亡 者 数 、 現 在 数 は 、1949年1,月1日 時 点 の も の 。
出 典:M.M.3aropy∬bKo(cocTaBnTe∬b),励 θ""o枷ε""b1θ8CCCP1939-1956πoκ卿 θ"脇護
　 〃Mα耀 ρ〃α胴,JIoroc,MocKBa,2000,　cTp.331.
　捕虜は、強制収容所の囚人 と同様 、 さまざまな労働に使 用 され、 また各人民委員部(1946年
か ら省 に名称変更)に も貸 し出 された。 もち ろん内務省で の労働利 用が最 大で、1946年6月1
日現在で、 ドイツ軍捕虜154,216人、 日本軍捕虜126,890人、計281,106人が内務 省で使 役 されて
いた。 その他、主な ものを挙げ る と、国防省(ド イツ軍捕虜159,120人、 日本軍捕 虜48,989人)、
重工業企業建設 省(ド イ ツ軍捕虜106,248人、 日本軍捕虜16,933人)、燃料企業建設省(ド イ ツ
軍捕虜82,567人、 日本軍捕虜21,482人)、交通省(ド イツ軍捕虜74,627人、 日本軍捕虜22,915人)、
東部 地 区石炭工 業 省(ド イツ軍捕 虜19,844人、 日本軍捕 虜51,750人)、西 部地 区石炭 工業 省
(ドイツ軍捕虜74,767人)、林業省(ド イツ軍捕 虜23,224人、 日本軍捕虜56,567人)、陸海 軍企業
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建設省(ド イツ軍捕虜46,638人、 日本軍捕虜21,977人)、発電所省(ド イツ軍捕虜54,444人、 日
本軍捕虜7,170人)、非鉄金属省(ド イツ軍捕 虜29,151人、 日本軍捕虜27,950人)、セル ロース ・
製紙工業 省(ド イツ軍捕虜37,279人)、航空工業 省(ド イツ軍捕虜30,079人、 日本軍捕虜4,944
人)な どであ る制)。
表6.ソ 連内務人民委員部 ・内務省の捕虜収容所数(1941-1950年)
年月日 在数 新設 廃止 年月 日 在数 新設 廃止
1941.6.228 10 4 1946.1.1267 15 52
1942.1.16 31 6 1947.1.1213 ll 69
1943.1.131 25 4 1948.1.1172 一 87
1944.1.152 ll6 12 1949.1.185 一 75
1945.1.1156 222 lll 1950.1.110 一 一
出 典:M.M.3aropy∬bKo(cocTaBHTe∬b),βoθ 〃〃o襯 ε〃〃b1θ8CCCP1939-1956π～,κWε""塀
　 〃 惚 〃2θμ α胴,JIoroc,MocKBa,2000,　 cTp.205.
　 とくに 日本軍捕虜が労働に投入 されたのは、バ イカル ・アム ール(バ ム)鉄 道建設であ り、
1946年2月26日時点で、 日本軍捕虜総数594,000人、その うちHI〈B八の管理下 に499,807人、捕
虜総数の18.9%にあ たる112,444人がバム鉄道建設に投入 された35)。
　 日本軍捕虜の場合、 ソ連当局は 旧 日本軍の階級組織を温存 し、将校には労働 を させず、下士
官 ・兵 に対す る労働現場監督 として利用 した。それは、多 くの 日本兵が 日本軍将校 に狂信的服
従心があ ったか らであ る361。
　生 きて 「ダモイ(πOMO貢)」(帰還)を 果 た した捕 虜 とダモ イで きず にソ連 の土 とな った捕
虜は、 どれ くらいいるのであ ろ う。表5に よる と、1949年1月1日時点で、 ドイツ人捕虜は、
ドイツ人捕虜総数の63.3%の1,315,510人が帰還、15.3%の317,517人が死亡、 日本人捕 虜は、 日
本人捕虜 総数の74.596の440,387人が帰還 、8.8%の52,165人が死亡 してい る。捕 虜全体で は、
総数の67.8%の2,644,963人が帰還 、14.6%が死亡 している。表5に ロシア人、 フランス人な ど
の捕虜が存在す るのは、おそ ら くウラソフ将軍磨下の ドイツ軍外人師団や武装親衛隊 フランス
人師団な どの捕虜であ ろ う。
　 日本厚生 省援護局作成 資料 では、 シベ リア抑留者総 数約575,000人(満蒙 開拓団民 や満 洲国
官吏 な ども含む)、 この うち帰 国者約474,000人、 死者約55,000人で、 バム鉄道建設 に5万人以
上が投 入され た としてい る。抑留者 は1950年4月末まで にほ とん どが帰国 し、戦犯 とな った者
も1950年末まで には帰国 した とい う37)。




洲での捕虜639,776人(日本軍)で その うち609,328人が 日本人 、30,328人は中国人、朝鮮人 、
モ ンゴル 人である。将官163人、将校26,573人、下士 官 ・兵582,712人であ る。1945-1956年に
帰還 したのは546,752人(将官ll2人、将校25,728人)であ り、その他 日本に6,241人の拘留者 ・
逮捕者 が送還 された。 この期間 に死亡 した 日本人 は、61,855人(将官31人、将校607人)であ
る。1956年1,月1日時点で、 ソ連残留 日本 人は713人であ り、サハ リン州 に577人、 クラス ノヤ
ルス ク地方 に103人、女性 は419人である38/。ノモ ンハ ン事件 の時 には、「生 きて虜囚の辱 め」
を うけ た として ソ連に残留 した 日本 人もい たが、 この ときの残留 日本 人の理 由は、現地の ロシ
ア人 との結婚やサハ リン(樺 太)の 旧 日本領で朝鮮人 との結婚が主な理 由であ ろ う。戦後、 旧
日本領南樺太 に残 された朝鮮人は、 日本や韓国に引 き揚げ られず見捨て られた。その よ うな配
偶者を持つ 日本人 も帰還を諦めた人が多か った。 ともか くも、 日本人捕虜は、約10%がソ連の
土 とな ったのであ る。表6の 日本人捕虜総数 と数字が一致 しないのは、おそ ら く捕虜の管轄当
局(内 務省あ るいは国防省な ど)の 違 いな どに よるもの と思われ る。
　 ドイツ軍やその ヨーロッパでの 同盟国軍の捕虜総数は、表5で 示 した とお りであ るが、帰還
者や死者の最終的な数字は不 明であ る。おお よその数字な どは、 ドイツや ソ連(ロ シア)の 資
料 にあ るだ ろ う。独 ソ戦最大の激戦 とな ったス ター リングラー ド攻防戦では、パ ウルス将軍摩
下の ドイツ軍第6軍 が降伏 し、9万1千 人が捕虜 とな り、戦後帰国で きたのは5千 人であ った
とい う39)。約5.5%の帰還者 であ る。 ソ連 に残留 した ドイツ兵 もいたか も知れ ないが、90%以
上が死亡 したのであ ろ う。一般的に ドイツ軍捕虜は、捕虜期間が長い ものが多 く、侵略者への
憎 しみ もあ ったので、過酷な取扱を受け、 日本軍捕虜 よ りも2倍 ほ ど死亡率が高か った。
　また、捕虜 について も囚人 同様 、 ノルマの達成状況や労働 内容に応 じて、食事を増減す るな
どの方法で労働が強制 された40)。こうして、戦時捕虜 もそれ以前か らの 囚人労働 力 と同様 に活
用 され、基本的 には グラーグ ・システムに組み込まれたのであ る。
結び 一 スター リンの死 とその後
　 1953年3月5日、ス ター リンが死んだ。捕虜については、外国 との関係 もあ りそ う長 くは抑
留で きないので、1940年代末には帰国がかな り進んでいた。問題は、多数の囚人をかか えるグ
ラーグ ・システムであ る。 グラーグ ・システム も徐 々にではあ るが戦後変化 し、ス ター リンの
死 によってその崩壊が加速 した。ス ター リンの死の直後の3月27日 には大赦令が発せ られた。
　 グラーグは 内務省か ら司法省に移管 され、刑期5年 以下の囚 人や18歳未満の未成年、妊娠中
や子連れの女性が釈放 された。それ とともに、大 トル クメ ン運河、 ヴォルガ ・ウラル運河、 ド
ン川下流 ダム、 ドネ ーツク港、サハ リン海底(タ タール海峡)ト ンネル、サ レハル ド ・イガ ー
ル鉄道の建設な ど、 グラーグの プロジェク トが20以上中止 された。
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　 これ ら一連の こ とは、 グラーグ ・システムの解体 と囚人の労働 利用の廃 止への方向転換だ と
見て いいであ ろ う。収容所 ・居留地 の囚人数 は、1953年1月1日 には2,472,247人で あ ったの
が翌年1月1日 には1,325,003人とな り、1960年1月1日 には582,717人まで減少 した。 囚人死
亡率は、1942年に24.9%(死者352,560人)、1943年に22.4%(同267,826人)で最高 を記録 した。
その後1944年に9.3%(同114,481人)、1956年には0.4%(同3,164人)まで減少 しだ'〕。
　 グラーグ ・システムの解体は、ス ター リンの死が切 っ掛け とな ってい るが、そればか りが理
由で もな い。独 ソ戦の復興の ためには、大量の労働力が必要であ った。その担い手 とな ったの
が、囚人 と捕虜であ った。囚人の中には、 ドイツ軍の捕虜 とな った ソ連兵 も多数いた。独 ソ戦
期の 「人民の敵」は、 トロツキス トか ら外国のスパ イへ と理 由付けが変わ った。総力戦で国家
が疲弊 してい るにもかかわ らず、大 トル クメ ン運河の建設な どあ らたな プロジェク トも計画 さ
れた。 しか し、1946年か ら55年にかけて、 コ リマ収容所、 カラガンダ収容所、 ヴォロクター収
容所、 ノ リリスク収容所 な ど各地の収容所で暴動やス トライキが起 こった42)。その ような状況
の中で、ス ター リンの死が グラーグ ・システム解体の引 き金を引いたのであ ろ う。ス ター リン
体制下の グラーグ ・システムは、権力 と生産を集中 し、独 ソ戦を勝ち抜 くこ とに貢献 したが、
独 ソ戦 にもま して人的経済的損失 も大 きか った。ス ター リンの死後、 この システムは崩壊 した
が、依然 として全体主義体制は残 った。結局、 ソ連は非効率的な社会主義経済体制か ら抜け 出
せず、後の ソ連崩壊につなが った。
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